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注目される大串海底珪石鉱床の開発

まえがき

長崎県西彼杵郡西彼村大串といえばかって稼行され

た大串金山の名を思い出される方もあるかと思う.こ

の大串金山のやや北に位する綱代半島の北側の国道沿い

の海岸側に本格的柾珪石の選鉱場があるが｢こん荏海

岸にどうして珪石の選鉱場カミ?といぶかる人も多いこ

とと思う.これがこれからのべようとする海底珪石鉱

床の開発を行柱っている九州資源開発株式会社大串

鉱業所の事務所と選鉱場で村野井所長以下70名の従業

員の方々カミ目本ではもちろんおそらく世界でもその

例をみないと思われる海底珪石の本格的な開発に日夜

努力されているのである.

海洋開発は原子力開発や宇宙開発1こ匹敵するビッ

グサイエンスとして最近にわかに脚光を浴びてきてい

る.地球の表面積の71%は海洋におおわれているとい

われるがこのうちの約10%が海洋開発のうえで最も

重視される大陸棚と称される海域である.この海域は

太陽光線の恩恵に浴するうえに沿岸からの堆積物を栄

養源として豊かな生物資源があるしまた鉱物資源に

も富んでいる.第2次大戦後いち早くこの点に着目

したアメリカの故トルｰマン大統領はいわゆるトルｰ

マン宣言を行柾って'同国沿岸の大陸棚資源の領有を宣

言した.この時から大陸棚資源の領有をめぐる国際法

上の新しい問題が提起されたわけで1958年にはスイス

のジュネｰブで海洋法国際会議が開催され採択され

た4つの条約の1つに

①深さ200mまでを大陸棚とする

②大陸棚資源とは鉱物資源と生物資源である

③大陸棚資源は加盟渦岸国の主権的権利に属する

といういわゆる大陸棚条約があり1964年6月より

発効しているがこれは30数ヵ国カミ批准しているといわ

れる.なお③はたとえ公海であっても大陸棚の海底

資源は加盟沿岸国カミ排他的に調査したり開発を行な

うことカ三できることを規定するものである.しかしわ

が国はこの条約に反対でしたがってこの条約には拘束

山田正春･井上秀雄

されないという立場をとっているカミこれらはすでに衆

知のことでアメリカはすでに世界の大陸棚資源の概要

を把握しているともいわれる.このほか海洋開発につ

いては多くの解説や研究論文などがあり海底貯油場

海底工場海底住宅などの開発といった従来想像もされ

たかったようたニュｰスが連日のようにジャｰナリズ

ムをにぎわし亡いるしそのなかの一部門である鉱物資

源についても地質ニュｰスですでにたぴたび紹介されて

いるので今さらここで多言を要することもあるまい､

まさに海洋は人類に残された地球上における最後の

フロンティアでその魅力はきわめて大きい.この分

野での研究や開発が最も進んでいる'といあれるニァメリカ

やフランスなどより五年以上遅れているといわれるわ

が国でも最近になってようやく本格的な開発の体制が

とられるようになってきたことはまことによろこばし

いことである.

いずれにしろこのフロンティアで各種の資源が大々

的に開発されて歴史的にわれわれを支配してきた｢資

源｣という概念が新しい次元で組み立てられたものに

おきかえられて行くことであろう.

ひるがえってわが国における海洋鉱物資源の開発は1868

年に九州の高島炭田ではじめて海底開発力桁なわれて

以来すでに一世紀の歴史をもってレ､るがその他海底

油田天然ガスが第2次大戦後本格的に探査開発される

ようにたり最近にいたって国際的た大資本によって日

本海周辺の大陸棚の広範囲にわたって大規模な探査が

行租われるにいたっている.さらに海底砂鉄の採取は

1953年以来鹿児島県下熊本県下などで小規模荏がら

稼行され世界においてもめずらしい本邦独特の鉱業と

なっている.また海水マグネシアも溶存資源として

現在数社によって年間20万トン程度生産されているよ

うである.

しかし海底に賦存する珪石を本格的に採取するとい

ったきわめてユニｰクな鉱業が長椅県の大村湾で行な

われていることはビッグサイエンスのセンスからみれ

ばスケｰルは小さいものであるかも知れないが現実に

わが国でも海底の鉱物資源である珪石が開発されている

事実はあまり知られてい枚いようであるので大方の

認識を傷ればとここにその実態を紹介する次第である.�
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補充した)

大串海底珪石鉱床の記述に先立って海底珪石鉱床の由

来する地質学的鉱床学的背景を認識していただくため

にこの鉱床の所在する長崎県西彼杵半島の地質の概

要･地質構造の問題点さらに半島の鉱産柱との概略に

ついて以下順を追ってのべてみよう

なお記述に当ってはつぎの資料に負う所が多い記

して感謝の意を表する次第である.

野田光雄･牟田邦彦:長崎県西彼杵半島の地質構造九大教

養部地学研究報告第4号昭和32年3月

鎌田泰彦･島岡哲夫:西彼杵半島地下資源調査報告書長崎

県商工部企業振興課昭和42年12月

1地質の概要

｢長崎三費地域が層位的および地質構造的に面目本

における内外帯のいずれに属するかは今なお議論のつ

きざるところである｣とは上記の野岡･牟田氏の論

文の冒頭の辞であるが西彼杵半島はちょうど長崎三

角地域の酉辺のほぼ中央部に位している.この内外帯

いずれに属するかについては従来より多くの研究があ

りまたその考え方にもかなりの変せんがあったがこ

の問題についてはここではふれ扱いことにする.

半島を構成する地質は最も広い範囲を最古期の結晶

片岩類が占め本地城の北酉部北部および北東部にか

けての第三紀層には崎戸松島唐津佐世保の3炭岡

がある.

つぎに古期のものから順次各岩層について簡単にの

べる

i)結晶片岩類は西彼杵変成岩類と称されるもので石

墨石英絹雲母片岩を主とする黒色片岩よりなり変成度の

地域差は認められない.また蛇紋岩の貫入に富む地域で

は若干の緑色片岩を伴う.結晶片岩類の原岩はやや

有機質に富んだ黒色珪質頁岩と考えられている.

結晶片岩類の各所に脈幅数㎝～数mの連続性に乏しい

肩葉脈が発達しているが従来この成因について分泌説

(Latera1secretiontheory)の立場をとる見解カsのべられ

ている.

ii)蛇紋岩は結晶片岩類中に顕著に発達するがとくに

半島の北部に著しい.この原岩は斜方輝石カンラン岩

と考えられているがほとんど完全に蛇紋岩化している.

岩体の周辺部には多くの場合絹雲母緑派肩陽起肩

炭酸塩鉱物滑石などからなる変成相がある

1ii)花闇岩は大瀬戸町高帆山西麓の海岸と東麓で第三

紀層の基盤をなしてわずかに露出しているにすぎないが

半島の西域呼子ノ瀬以南の海底には相当広範囲に分布

することが知られている.

iv)古第三紀属は西海岸地区では基盤の花筒皆や結晶

片岩を西彼杵層最下部の板ノ浦砂岩層が著しい不整合

で被っているがこれはこの時代の海水面変化のはげしさ

を物語るものである.北東岸では西彼杵層群に対比さ

れる芦屋(杵島)層群か結晶片岩類を不整合におおうが

大部分が海成層で場所によっては貝比肩を豊富に含んだ

砂岩がある.これは著しく石灰質であるため七ツ釜鍾

乳洞のような石灰洞ができていることがある.

v)玄武岩類はつぎに述べる面高礫岩層の堆積時代を間

にして少なくとも前後2回噴出している.前期のもの

は紫蘇輝石玄武岩を主とし一部に肩英玄武岩があるが

その分布は広範囲にわたっている.半島北酉部では著し

い凝灰角礫岩相を呈し厚さは最大約50mにおよんでいる.

後期のものは主としてカンラン石玄武岩で半島北部のほ

とんど全域をおおい基底部には普通面高礫岩層が発達し

ている.

Vi)画商礫岩鰯は前期の紫蘇輝肩玄武岩古第三紀の

砂岩頁岩や結晶片岩類および石英などの円礫よりなる圃

緒度の低いルｰズな礫岩層で半島北部では発達が最も著

しく属厚50㎜に達するところがある.薪期玄武岩類の

発達する所ほとんど常にその基底部にこの礫岩層があり

旧期玄武岩古第三紀結晶片岩類を不整合におおう.

地質時代は化石の産出がないので未決定であるが新第

三紀であろうと推察されている.しかし筆者らは岩相

および産状からみて第四紀洪積世のものではないかと考え

ているが長崎県の資料でも同様の見解をとっている.

Vii)その他石英粗面岩黒翼母石英安山岩な

どカミあるがそれら相互の時代関係は明らかでない�
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2地質構造

本地域の地質構造については古くから多くの研究カミ

発表されている.これらを総括して最近の考え方をの

べるとN20oE～NSの背斜軸を有し東翼は急傾斜

西翼は緩傾斜の非対象背斜構造をだしているが北部で

は傾斜N1O㌧40｡で半島全体では半ドｰム状背斜構造

をなしていると考えられ野田･牟田両氏はこれを西彼

杵背斜と呼んでいる.しかし半島の南部では走向ほぼ

NSで東方に傾斜する単純な構造をだしている.

この造構造運動については小林貞一(日本地方鉱産

話総論1951朝倉書店)をはじめ種々の研究があるカミ

野岡･牟田両氏はこの造構造運動は先第三紀に起こっ

たが新第三紀の新期玄武岩類噴出後にも起こっている

ことと西彼杵背斜は本地域の主要断層によって切られ

ていることを指摘している.

3西彼杵半島の鉱産

本地域の鉱産を大別すると

i)結晶片岩類中の石英脈に起因する毛のに金鉱

珪石

i三)結晶片岩類のある種の毛のにマンガン鉱

iii)蛇紋岩に関係あるものに滑石･石綿および装

飾石材としての蛇紋岩の採石

iV)建設用石材としての火山岩類

となる.これらのおのおのについて概述するとつぎ

のとおりである.

i)結晶片砦類中には大小数多くの石英脈が存在するが珪

石はこの脈肩英およびこれが移動したものでくわしくは

後述する.金鉱はこの合金肩葉脈で大串金山がかつて

稼行された.また一部の砂礫中に砂金が含まれたものが

あったといわれるが詳細は不明である.

ii)半島南都の琴海村地域には石墨を欠いた石英絹雲母片岩

が帯状に分布している.この岩相に紐廉片岩やマンガン

鉱床を伴うのであるがブラウン鉱などを産し鉱物学的

にはよく知られている.鉱床としても各地で稼行された

ことがある.

第2図西彼杵半島鉱産図(長崎県の資料をもとに筆者らの

見解で一部修正した)

晶片岩の接触部に賦存するものは規模はかなり大きいが

陽起石緑派肩絹雲母などを伴うなど品質的にはやや

おちる.かっては各所で稼行されたが現在は大瀬戸町

の白樫鉱山と柴田鉱業所の2鉱山で稼行されている.な

お石綿は現在稼行されているものはない.また装飾用石

材として蛇紋岩が採取されているが現在では大瀬戸町の

奥浦地区のものカ茎知られている.

iV)建設用としては玄武岩が道路バラス用にまた間知石

として角閃石安山岩などが各地で採取されている.

瑳宿について

これから西彼杵地区の珪石鉱床についてさらにその

中の一つである大串海底珪石についてのべるがそれに先

立って一応珪石の概略についてのべよう.

もちろん読者の大半は日本鉱産話皿(主として窯業

原料となる鉱石)やわが国の工業原料鉱物(地下の科学

シリｰズlV)によってまた時々地質ニュｰスにも紹介

された珪石に関する記事狂とによって珪石の地質鉱床

や分類さらに用途や要求される品質的な問題などす

でにご承知のことと思うしまた紙面にも余裕が狂いの

で簡単に要約してのべる.

iii)結晶片岩類に貫入して多くの蛇紋岩が分布するがこれに

関係あるものに滑石と石綿がある.

滑石は大別すると結晶片岩中に脈状をなして発達する

もの蛇紋岩中に胚胎されるもの結晶片岩と蛇紋岩の接

触部に賦存するものの3つに分けられる.結晶片岩中の

ものは結晶がかなり大きく白色度が高い.蛇紋岩と緒

珪石や珪砂は遊離珪酸からなるもので普通一般には

石英狂どの結晶質のものからなるがときには非晶質の

ものもある.石英は六方晶系に属し575℃以下で結

晶すると低温石英としての結晶である六角柱状の水晶

となる.比重は2,563硬度7化学成分はSi02で化�
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学的に安定であるカミ苛性アルカリに少しおかされる.

純粋なものは無色透明である.珪石は普通少量の不

純分を含有するがその物理性化学性によって多種多

様の鉱石に分類されまた用途もきわめて多方面にわた

っている.これらは普通一般にはつぎのように分類さ

れている.

珪石の分類(天然珪砂を除く)

i)白珪石

①ペグマタイトの白珪石

②脈石英の白珪肩

③珪質岩の白珪凋(古生層の珪岩チャｰトなど)

④火山岩などが熱水変質作用をうけた白珪石

⑤その他

ii)軟蓑拓

iii)玉石内張石

i∀)炉材蓑宿(赤白青白珪石と珪岩)

このうち白珪石の用途別品質規格を示すと次のとお

りである.

第1表白珪看の用途別品質規格

等級�Si02�Fe203�用途

光学級�99.9%以上�O.0008%以下�レンズ先学用祖ど

�99.8〃〃�O.006〃〃�美術ガラス高級ガラスなど

特選級�99〃〃�O.01〃〃�石英ガラス金属瑳索陶磁器緑色カｰボランダムなど

1級�98.6〃〃�O.05〃〃�人造珪砂(ガラス用鋳物用)陶磁器珪素鉄など

2級�97〃〃�0108〃〃�珪素鉄

4西彼杵地域の瑳宿鉱床

西彼杵地域には従来より小規模なカミら珪石の産出が

知られていたがこれはきわめて良質のもので珪石と

してはおおむね高級な用途に供されていた.しかしこ

れらの産状についてはあまり知られていず最近になっ

て前記の長崎県の資料の出版をみたにすぎない.

本地城の珪石の産状を大別すると

i)結晶片岩類中の脈肩英型鉱床

ii)段丘礫岩層型鉱床

iii)現世堆積型鉱床

iV)現地残留型鉱床

の4つに分類することカ三できるがその根源はすべて

i)の型に由来するものであると考えてさしっかえあるま

い.

以下谷型の鉱床について長崎県の資料を参考にして

のべる.

i)結晶片岩類中の脈石英型鉱床

.本地域の結晶片岩類中には結晶片岩の片理に沿って

脈状～レンズ状をなして多くの看葉脈が賦存する.

規模は一般に脈幅数㎝～30㎝程度で連続性に乏しい

ものであるがときには脈幅7皿に遠し延長も150～2

00mにおよぶものカミあるという.また断層面に沿って

か妊り大きい塊状を匁して産することもあるようである.

さらに局部的に蛇紋岩中に発達した石英脈は美麗な

緑色を呈するため｢長崎ヒスイ｣として珍重される.

従来本地域の石英脈の成因を分泌説(Lateralsecre･

tiontheo工y)とする見解がのべられていることは前述し

たがここではこの成因についてはふれないことにする.

狂お分泌説とは原岩中の珪酸分カミ変成作用の際に分泌

濃集して石英脈が生成されたとするもので珪質岩が動

力変成作用を受けた地域に発達するものである.

本地域の冬型の珪石鉱床のオリジンはすべてこの型

の鉱床に由来するものであろうことも前述した.現在

みられる石英脈はすでにか在り削剥された位置のもの

であるがあるものは段丘堆積物として礫岩層中にさ

らに現世の堆積層中に円礫としてまたあるものは石英

脈が賦存した現地に残留して鉱床をなしたものであろう.

恕おこの型に属するものでおもなものをあげればつ

ぎの各鉱床がある.

西海村…･白岩第2第3川内各鉱床

西彼村･…喰場平原第1第2平山木場鳥加七

浦地各鉱床

琴海村…･鶴山鉱床

大瀬戸町…･万助山久良木河通各鉱床

外海町…･上黒崎第1第2鉱床

ii)段丘礫岩鰯型鉱床

地質の概要の項で面高礫岩層にっいてのべたがこ

の礫岩層は前期の紫蘇輝石玄武岩古第三紀の砂岩お

よび頁岩縞晶片岩類石英祖との円礫から枚るもので

大串の綱代半島ではやや石英の円礫の含有の多い標式

的た産状を観察することカミできる.この石英の円礫が

珪石として利用されるのであるがこれは大は径30～50

㎝にもおよぶ大小各種のきわめて円磨度のよい円礫で

ときには円礫中に電気石狂どの気成鉱物を含有している

ことがある.礫岩層中における珪石礫の含有兇は揚�
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所によってかなりの差違カミあるようであるが綱代半島

の露出地では10～20%程度で礫岩層の層厚は10m前

後である.

この礫岩層の地質時代は化石の産出がないのでまだ

明らかでないカミ多分新第三紀に属するものであろうと

考えられていることおよび筆者らはその産状からも

っと新しく第四紀洪積世のものではないかと推察してい

ること租と前述したとおりである.なお面高礫岩層は

別区のように長浦地区から西彼杵半島の北端にいたるき

わめて広範囲に分布しているのでさらに詳細に珪石礫

の含有状況を検討する必要がある.

iii)現世堆積型鉱床

この型のものは沖積世の堆積物中に賦存するものと

現在の海底および海辺に存在するものの2つに分けられ

る.そのおのおのについてのべる.

①西彼村の白似田峯付近などにみられるように深さ1～

1.5mの水閏の下底部の風化変質した結晶片岩の上に珪

項礫がかなり集まって存在することがある.この珪石礫

にはかなり大きいものがあるが現在も農閑期などを利

用して採取されている.

西彼村塾…峰鉱床ほか

②前述した面高礫岩層の分布する綱代半島の周辺の海底には

かなりの珪石礫が存在している.この海底の珪石礫は

面高礫岩層が海水面変化によって海中に没したものおよ

び陸上の礫岩層が小規模に海中に運搬されて海底に特異

な珪石礫の産状をなしたものであろう.

大串海底珪石はこの海底の珪石礫をしゆんせつ船に

よって採取しているものであるがこれについては別項で

詳しくのべる.

その他西彼杵半島の西岸大瀬戸町南部の海辺にみられる

ように海辺砂のなかに長径数㎝までのきわめて円磨度の

高い肩英の小磯が多く合有されていることがあるこれも

結晶片岩類中の脈石英が崩壊して円磨度のよい円礫とな

って海辺に運ばれたものであろう.

大村湾海上より箇高礫岩層の標式地である綱約半島を望む

西彼村大串…･大串海底珪石

大瀬戸町･…･･南部海岸

i∀)現地残留型

結晶片岩類中に賦存する石英脈カミ露出する付近には

往々にして石英の転石が存在することが多い.これは

母岩の結晶片岩が風化変質した後に脈石英が塊状をな

して残留したもので堆積型のものカミ円礫であるのに対

しこの種のものは角礫状を恋しているのが特長で大

きいものは白岳第1鉱床にみられるように1コ35㌧と

いう例がある.現在もこの種の珪石で採取されている

ものもあるようである.

たお産状の特長として地形的に山頂部には侵蝕を

まぬがれて石英脈が存在することが多いがしたがって

この型の珪石も山頂から山腹にかけて存在することが

多い.

西海村･･白岳第1鉱床

琴海村･･茶屋峠鉱床

大瀬戸町･･万助山鉱床

外海町･･御用堤扇山矢戸の各鉱康

夫串海底瑳福鉱床

以上に稿を追って本地域の地質や鉱産にっいてさら

に珪石鉱床の分類と冬型の鉱床の概略についてのべてき

たので大串海底珪石鉱床の概要についてはすでにお

わかりいただけたことと思う.

つぎにこの珪石の産状の詳細についてまた稼行状況

珪石の晶質や用途などについてさらに今後の探査や珪

石の採取についての問題点などにっいてのべる.

i)産状

西彼村大串の綱代半島の大村湾に面する崖には層厚

綱代半島における画商礫岩層の産状�
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策2表珪石の化学分析表

No�メ�Si02%�A1208%�跳畠O田%�CaO%�MgO%�g1093%�備考

1�川内鉱床�99.76�0.08�0.006�O.03�0.10�O.16�脈万葉型(稼行中)

2�自岳鉱床�99.16�0.35�O.003�O.17�0.04�0.19�現地残留型

3�白山木場鉱床�99.68�0.09�0.010�t】=�缶�O.14�脈石英型

4�喰揚鉱床�98.92�0.50�0.05�0.17�O.工6�0.11�〃

5�平原第一鉱床�99.86�O.02�0.002�0.17�tr�0.18�〃

6�犬串海底珪石鉱床�99.50�0.15�0.015�皿d�nd�nd�

��以上������現世堆積型(稼行中)

7�鶴山鉱床�99.81�0.09�0.005�0,03�O.01�0.01�脈宿英型

8�茶屋峠鉱床�99.91�0.05�⑰.004�tr�0.ユ2�O.08�〃

9�万助山鉱床�99.81�0.06�0.007�0.02�0.01�0.19�〃

10�久良未鉱床�99.81�O.05�0.001�缶�0,03�O.14�〃

11�扇山鉱床�99.88�O.03�0.003�紅�tr�O.11�現地残留型

12�矢戸鉱床�99.86�O.03�0.004�O.03�tt�O.11�〃

ユ3�上黒崎鉱床�99.79�O.02�0.06�0.03�流�α19�脈石英型

注:No6は会社側の資料その他ほ長崎県の資料による

約8mの面高礫岩層カミ結晶片岩の上に堆積している状

況カミよく観察される､この礫岩層中には大小数多く

の珪石礫を含有するがここではその含有比は10～20%

程度と推定される.また崖下の海辺にも多くの珪石礫

が散在している.この礫岩層茄海水面変化によって

海底に没しまた陸上の礫岩層が小規模に海底に運ばれ

て海底に特異た珪石礫の産状を形成したものであろうこ

とほ前述したがこの上にさらに厚さ6m前後までの腐

泥沸ある.

現在までに明らかに衣っていることはこの珪石礫の

分布範囲は海岸からおおむね150皿までで海底の状況

は別区のように一部風化変質して粘土様を注す結晶片

岩の上に厚さ8mまでの含礫帯がほぼ平たんに分布し

ておりその上を前述の厚さ6血程度までの腐泥が被っ

ていることなどである.含礫帯は面高礫岩層に含有さ

れる礫の集合であるカミあるものは風化変質柱とによっ

て粘土様をなすにいたっているようである.また珪石

礫採取地付近の水深は最深部で30血程度であるが珪

石礫の採取可能水深は20皿までである.

珪石礫は犬小数多くの円礫である

がしゅんせっ船によって採取され

るものは径10～20㎝以上30～40㎝

程度までのきわめて円磨度の高い円

礫でこのなかに電気石(Tourma･

1ine)やチタン鉄鉱(Il㎜㎝ite)だと

カミ存在することがあるか抵かには

写真のようなきわめて鮮明なものを

産する.狂お陸上の結晶片岩類中

の石英脈やその他の産状の珪石礫

のなかにはこのような鮮明な電気

石やチタン鉄鉱の記載はまだたい

ようである.

灘

西高礫岩層が分布する海岸の肩垣には瑳覆礫(白v･項)が積まれている

三三)稼行状況

昭和38年にこの海底珪石の採取事業カミはじめられたと

いわれ昭和42年より現在の東亜港湾(株)系の九州資源

開発(株)がこれを引き継いで本格的に珪石の採取選

鉱が行たわれるようになり現在にいたっている.この

間の生産量は

昭和39年1,000t/x

昭和40年1,400t/㎜

昭和41年2,oootん

といわれ昭和42年末には全従業員約70名で1,500

～2,500t/皿の生産カミあげられていた

現在の採取は大型しゅんせつ船2隻によって2カ所で

行なわれており能力4トンのバケットで1目に350～

400回のドレッジを行なっている淡珪石礫の豊當な場

所では1目300㌧程度採取したことがあるということ

である.珪石礫の採取率は普通8～10%と称されて

いるが付近の面高礫岩層中の含有率10～20%に比して

少ないのは海底ではやや散在されたこととあるサイ

ズ以下はバケットにかからないことなどによるのであろ

海底の瑳肩(礫のなかには漢だ鯖晶の晩らか匁水最もみられる中央)�
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綱代半脇

努

'大村湾

海水面i

糖11

舳片

着

獅

水深20･ませ

M邑其30阯撚奴町能.

選鉱場ではサイズを3～20㎝にそろえ

金属鉱物を含有するものはさらに破砕し

手選によって金属鉱物を除去し各等級に

選別の上貯鉱される.出荷は選鉱場か

ら直接ベルトコンベアｰで接岸された運

搬船に積み込んで搬出される.

○輸鰭総繍､i､)品質｡よび用途

海底珪石のオリジンはすべて結晶片

第3図大串海底珪石鉱床模式断面図岩類中の石英脈に由来するものであって

さらに礫岩層中に礫として含有されるの

う.できわめて円磨度カミ高く品質はおおむね良質なもの

現在は水深20m.までが採取可能でそれより深い所ででSiO｡含有量は99.5%以上でときに電気石やチ

は採取していない.また珪石礫の上の腐泥も厚さ4mタン鉄鉱などの金属鉱物を伴うものカミあるがこれらも前

までの場合は珪石礫を直接採取することができるカミ述のようにさらに小割りして手選によって除去される

それ以上におよぶときはジェット噴流式エアウォｰタので品位を低下させることもないようである.しか

一リフトによって腐泥を除去して採取している.し陸上産のものは金属鉱物を伴うことはほとんどたい

ドレヅジによって採取された珪石礫は船上のトロンので海底のものよりおおむね良質である.

メルで水洗されさらに手選によって珪石以外の礫を際このように品質が良好であるので比較的高級な用途に

失して運搬船に積み込まれるが満船となれば西彼村横供されるが現在1級品は金属珪素用として昭和電工

浦の選鉱場にはこぱれる.㈱や電気化学㈱などに2級品は研磨材用として東北電

気製鉄㈱などにまた3級品はその他の用途にそれぞれ

選鉱場では運搬船から陸上げされる海底珪石と前出荷されている.しかしこの珪石の品質よりみて十

記現世堆積型の水田の下底部から採取された珪石の2種分光学級にも適すると思われるのでまた光学級の珪石

が選鉱されるカミこの比率は海底65%陸上35%程度の資源が枯渇気味の現状でもあるのでこの種の用途も穣

ようである｡極的に開拓すべきであろう.さらに従来より朝鮮半島

陸上のものは普通径30～50㎝程度かあるいはそれ以上東海岸産の｢しゃこ石｣がいわゆる高級玉石として輸入

におよぶので選鉱場に入るとまず10～20㎝程度以下にされていたカミわが国には｢しゃこ石｣に匹敵するもの

小割りされる.なお陸上の珪石は普通租鉱権を設定は産しないと考えられていた.しかしこの珪石礫はほ

して農閑期を利用して水田の下底から採取されている.ぼrしやこ石｣に匹敵するものと考えられ玉石として

この種のものは金属鉱物を伴うことはほとんどなく品質はちょっとしたニュｰス価値を持つものといえるであろ

も海底のものより良好のようである･う.したカミつて玉石として察業原料の加工工程にま

海辺の瑳有礫

海底珪肩礫中のチ多ン鉄鉱

の巌状�
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た製紙関係荏とに新しい用途を開拓すべきでまたそれ

だけの価値を十分持っているものといえる.

iV)今後の問題

海底珪石の採取といった分布状況を直接確認し得な

い海底珪石の探査採取は陸上における鉱業とは本質的

にことなるものでこの事業を遂行されている関係者諸

氏の勇気と熱意には敬意を表するものである.しかし

今後の問題として検討せねばたらないことも多いと思う

のでこれらの点についてもふれてみたい.いままで

に海底における茸石礫の分布範囲を確認するためにス

バｰカｰによる探査や陸上における試錐に当るジェッ

ト噴流式によるエア･ウォｰタｰリフト式試錐法による

探査が行なわれたようである.スバｰカｰによる探

査結果としては部分的に音波の散乱する部分がありこ

れがおおむね礫の多い地帯であったようであるカミ礫が

何であるかまた珪石礫の含有化粧どは確認することカミ

でき狂い.ジェット噴流式による試錐法も多くの地点

で検討されたようであるが何分にも広範囲にわたるの

で結局はしゅんせっ船によって水深20mまでの間を場

所を変えながらドレッジによって採取しときには1回

繰取した場所を再び採取していい結果をあげtいること

もあるようである.しかし問題はもっと地質学的在

所にあるようである.すたわち海底珪石の直接のオ

リジンは面高礫岩層であるということである.Lたが

ってまず早急に検討せねぱならないことはつぎの2つで

あろう.

①綱代半島付近の礫岩層の分布範囲を検討し海水面変化

以前の堆積範囲の復原

②綱代半島およびその周辺にかけての礫岩層中の珪肩礫の

合有比の検討

海底瑳石礫串の電気福誓)鐘状

これによって面高礫岩層の堆積面を推定して水没以前

の分布範囲を復原しさらに礫岩層中の珪石礫の含有の

地域差を把握することであろう.この結果から地質学

的に考えられる比較的珪石礫の多く分布する範囲を推定

してしかる後にジェット噴流式試錐法などによって海

底の礫を採取して確認し全般的な海底珪石礫分布図と

いったものを作製して採取計画を立案すべきであろう.

さらに西彼杵半島の他の地帯についても面高礫岩層

の分布地帯を検討すれば他にも珪石礫を含有する地帯

があることであろう.そうすればその含有地帯の周辺

についても同様に堆積面を推定して水没以前の分布範

囲を検討すれば大村湾の他の地域でもあるいは海底

珪石の賦存する個所があって新しい産地が発見される

可能性もあるといえよう.

あとがき

海洋開発のすう勢についてはまえがきの項でのべた所

であるが非金属鉱業という特殊性を考えれば珪石が

海底から採取されるといったことは従来想像もされな

かったことでこの事業を遂行されている関係者の方々

の勇気と熱意には改めて敬意を表するものである呈

今後は面高礫岩層の分布と珪石礫の含有状況を把握し

て綱代半島周辺の海域における合理的在採掘計画を立

案すべきであらう.さらに大村湾全体についてもこの

点を検討し新しい賦存海域発見の可能性を検討すべきで

あろう.また良質珪石資源の枯渇気味な現状よりみて

高品位のこの種の珪石をより高級な光学級の用途にも利

用を考えるべきでまたとくに高級玉石として｢しゃ

こ石｣に匹敵する用途も大いに検討されねばならない.

いずれにしてもビッグサイエンスとして海洋開発が

時代の脚光をあびている現在スケｰルは小さいかも知

れないがこのよう租海底鉱物資源カミ将来に予想され

る本格的な海洋開発にさきがけて地道に開発塗れてい

るという1つの寮実あその実態を細りていた化ければ

筆者らの望外の喜びとする所である

(錐制ま鉱床部)�
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大村湾の珪石礫採取湖域としゅんせつ船の遼最

採取した珪石礫はバケットから水洗のためトロンメルヘ

トロンメルで水洗された鉄石礫は手選されて運搬船へ積み込まれれる

運搬船から選鉱場へ陸揚げされる手前は小割りされた陸上産のもの

滋鉱滅ぺ松ト瓢ンペァｰ上で孚灘こ盛り禽鰯鉱物

寂とを除義し沓級に分けられる

鍵鉱蜜終れ減選欽翻ご標津慈叙彪薫物船享こぺ冷ト鴛ンペア川で船糠み巷批る�


